
多くの方のご協力が必要！

必 要 不 可 欠 な 献 血

献血にご協力を！

献血ってどうして必要なの？

少子化の影響は献血にも・・・

献血は、病気の治療や手術などで血液を必要としている人のために、
自ら進んで血液を提供する“身近なボランティア”です。
200ｍL献血は男女ともに16歳からできます。

この20年間で10代から20代の献血者数は約123万人（約57%）※

も減少しています。 
これからも血液を確保し、患者さんの命を助けるためには、
若い世代のみなさんの協力が必要です。
※214.2万人（平成14年度）から91.3万人（令和4年度）に減少

・人工的に造れない　　　・長期保存ができない

例えばこんなときに…
・がん　・白血病　・感染症　・血友病　・手術　・出産

○一人あたりの献血の回数・量には制限がある

○血液を必要としている患者さんが大勢いる

○血液は・・・
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詳しくは３ページへ！

血 液 に つ い て

血液の成分
血液は、人間の体に必要な酸素や栄養分を体中に運んでいます。

血液の量
体の中に流れている血液は、体重のおよそ13分の１です。

血液型
血液には、いろいろな型があります。

【主な血液型】
　■赤血球の型：ABO型、Rh型
　■白血球の型：HLA型
　　輸血をするときは、誰の血液でも良いというわけではありません。
　　同じ血液型の血液を輸血しないと、重い副作用が生じてしまいます。
　　原則的に、ABO型とRｈ型は同じ型のものを合わせて輸血します。

　　日本人の血液型は多い順からA型、O型、B型、AB型となっています。
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●体内の炭酸ガスを肺へ運
　び、組織呼吸で空気中に放出
●栄養分を体の各部に運ぶ
●老廃物を腎臓から排出

●肺で酸素を取り込んで、 　
　体の各部へ運ぶ

●体内に侵入した細菌や　
　ウイルスを消化・殺菌

●血管が損傷したときに、血管
　をふさいで出血を止める


